


































リース氏は 3 点セットの提案をして 1889 年に実現しました。第 1 は教育・研究の教科と
して国史学科をつくること。第 2 は会員制の学会（史学会）をつくり機関誌（史学雑誌）を
発行すること，第 3 は近代的な史学のための史料館（史料編纂所）を設けることです。前後





















部〉が発足しまして，翌 1909 年に機関誌として「東洋協会調査部学術報告」第 1 冊が刊行
されました。その編集主幹は上田万年氏と白鳥庫吉氏で，会員にはインド学，言語学，アジ












る「マックス ･ ミューラー文庫」および「G. E. モリソン文庫」の購入でした。
1901 年，梵文（インド文学）学科が新設されたとき，高楠順次郎氏はオックスフォード






情熱から，マルコ ･ ポーロなど初期の地理書 ･ 東洋案内書から 17, 18 世紀のジェスイット教
団によるアジア関係の著述（いわゆるバロック・シナ学），19 世紀の近代欧米シナ学の著述
や定期刊行物を徹底的に集め，19 世紀，20 世紀初頭のアジアに関する政治 ･ 経済 ･ 金融 ･
社会 ･ 地理自然 ･ 宗教 ･ 美術にいたる欧文の調査資料，情報類を，領事報告から新聞雑誌の
切り抜きにいたるまで，細大漏らさず集め，総計で 24,000 冊に達していましたが，パンフ






















います。また「岩崎文庫」に収まっていますが，『ジョン ･ セーリスの航海日記』（1614 年
自筆本，重文）や，世界の稀本とされる天草本の『ドチリーナ ･ キリシタン』（1592 年，重
文）ほか 2 本などは，この時期の増補事業の収集本だと思われます。
久彌氏は東洋文庫の剏立に際して寄贈した，「G. E. モリソン文庫」，「同増補」に加えて，























約 100 万冊，言語別では洋書約 3 割，和書約 2 割，漢籍約 4 割，アジア諸言語書約 1 割，定
期刊行物の件数は約 12,600 （欧文 2,400 余，和文 2,700 余，中文 5,000 余，韓文 840 余，アジ
ア諸言語 1,400 余など）となっています。近年，建物の老朽化と書庫の手狭さが生じました
のに対処して，三菱グループ各社の支援の下で 7 階建ての新屋ができました。その中に新た
にミュージアムと講演室が設けられまして，普及展示部を発足させて，公開と展示に力をい
れることになりました。これまで閲覧室を通じての蔵書の公開や，公開講座を通じての普及，
そして折々の展示によって普及に努めてきました。しかし，研究に付き従う専門化，細分化
とともに，東洋文庫の活動全体を東洋学の人々，東洋学以外の一般市民の人々に，わかりや
すいかたちで理解してもらう努力は，決して十分ではありませんでした。ミュージアムと講
演室を併設した機会に，普及活動にも全力で取り組むことを東洋文庫の切なる念願としてい
ます。各方面からのご支援と忌憚のないご指摘をいただければ幸いと存じております。
（しば　よしのぶ　　東洋文庫長）
